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        第二章　震災アンケート報告書　[2012.1.17発行]

        
            Ⅴ　アンケート回答者体験談

            
                1．72時間行動

                《参考データ》体験談在住者地域の最大震度 － 宮城県

                

                　

                当日、翌日、翌々日の行動と生活(ライフライン等)　【　】内は被災した場所

                　

                《仙台市青葉区在住者》

                　

                1.【勤務先で被災】

                
                    当日　地震が起き、会社でこれからを話し合っているうちに道路がとても混雑していたので、当日は帰宅をあきらめた。会社が飲食店だったので、当日の夕飯を確保し友人宅に避難させてもらい泊まった。停電でTVも見られず、ラジオもなかったので地震の後、津波が来ていたことは全く知らなかった。

                    翌日　友人と一緒に車で自宅に戻った。自宅にはカセットコンロと石油ストーブがあったので、備蓄してあった食料を食べて過ごした。ラジオを聞いていたが、自宅には子供もいたので昼間は公園に行ったりトランプをしたりしていた。

                    翌々日　食料を買いに近くのスーパーへ出かけて、店に入るまで3、4時間かかったが、特に何も買わなかったと思う。家族とは地震後すぐに連絡が取れたが、南相馬の親戚とは震災後しばらく連絡が取れなかった。



                2.【外出先で被災】

                
                    当日　その日は全く動けず地震後5時間かって戻った夫と合流、病院の中で夜を迎える。看護師達が紙オムツを使い簡易トイレを作って使用。TVもラジオもなく回りがどのようになっているのか、全くわからない。食事は病院の炊きだし、おにぎりが配られる。

                    翌日　勤務日だったこと、自宅に戻っていないのでどうなっているか不安。自宅に戻る。信号はすべて止まっていたが幸い土曜日だったので30分ほどで戻れた。多少の食料と防寒用毛布を持参し再度病院へ。付き添いに食事ナシ。近くの避難所に行くが満員で入れず、又、病院に戻り廊下にイスを並べ横になる。

                    翌々日　別の避難所にいた両親と合流。自宅で一緒に過ごす。持病がありトイレが近く寝付けない高齢の両親にとっては2日間でも避難所生活はきつかったようだ。この夜、電気が通ったのであたたかい食品を口にできた。



                3.【外出先で被災】

                
                    当日　御霊屋の友人マンション7Fで被災。揺れが収まった後すぐ、非常階段で降り、塩釜に帰る友人の車に便乗して自宅へ。信号は消え、道渋滞で倍の40分程かかり帰宅(15:40頃)その間、メールで家族の安否確認。自宅マンションのライフライン途絶え、近隣の避難所である中学校体育館へ同じマンションの住人4人と避難。食料、毛布など一切なく、パイプイスで一晩明かす。大勢の避難民であふれていた。夜中、誰かのラジオで大津波の事を知る。余震でこわくて一睡もできず。

                    翌日　早朝自宅に戻り家の片付け。朝見た号外新聞の写真が忘れられない。女川の津波直後だったと思う。携帯電話の電池切れで、公衆電話で県外となら通じたので、町田在住の妹宅を中継して、親類の安否確認に終始する。余震多発で調理などできず、カセットコンロを利用して即席めんなどで過ごす。

                    翌々日　携帯電話充電のため、朝、県庁まで歩く。途中の青葉区役所で充電でき、これまで受信できないでいたメールを確認。この日の夜から電気が通じた。家族が東京在住で一人暮らしだったので、同じマンションの友人2人と3日間過ごした。ストックしていた食料を持ち寄り、普通に食事が取れた。家族以外の肉親の安否確認できず、不安な3日間だった。3/14(月)に全員の安否確認できた。県内の通信網断で、町田在住の妹宅を中継して連絡取り合う。



                4.【外出先で被災】

                
                    電気　夕食は明るいうちに早めにすませた。明りは手廻し式懐中電灯でラジオも聞けるタイプのものをテーブルの上に置き、家族全員テーブルの周りにいて地震や原発事故の情報を聞いていた。

                    水道　飲料水は2L入り3ダース程備蓄していたため、米を研いだり湯を沸かしたり、コーヒーを入れたり、歯を磨いたりして使用していたが、いつまで水が出ない状態が続くか分からないので、家族で代わる代わる自転車にペットボトルを積んで近くの小学校まで水を汲みに行った。庭に大きな天水桶があるのでトイレ用水はそれを使用した。入浴ができないので、石油ストーブにヤカンをのせ湯を沸かし、顔・手・足を洗い清潔に努めた。手を拭くのには食事の際、消毒綿などを使用。

                    ガス アラジン製対流式石油ストーブを災害時用にとっておいたので、それで煮炊きし料理用燃料として利用した。ご飯も美味しく炊けた。鍋で野菜、肉類など入れて鍋料理をよくしたが、おかず用の煮物もその方法で行い充分な栄養摂取ができていた。ガス風呂だったため入浴できなかったのが大変だった。石油ストーブの上にヤカンをのせて湯を沸かしては洗髪などをしてしのぐ。この震災の中で入浴が21日間出来なかったことが、最も厳しいことであった。しかし、もっと厳しい状況の方達のことを常に情報として伝えられていたので、当時はそんなことは何でもないことという思いが強かった。



                5.【自宅で被災】

                
                    生活　ガスはカセットコンロで調理した。電気が復旧するまで被災した夜はロウソクと懐中電灯で過ごした。自動車からカーナビTVで情報を入手した。地震直後は携帯電話もNTTの固定電話もわずかの時間だが、接続できたので子供達と通信できた。手動式石油ストーブで暖を取った。電気が復旧するまで2日間だったので冷蔵庫の食料品が腐敗しなかったので助かった。



                6.【自宅で被災】

                
                    生活　日頃より電気、ガス、水道についての備えは万全だったので、あわてなかった。以降、不便な生活でも精神的に安定できた。食事をしっかり取るために、火・水・食材の在庫を頭に入れ、そのことを行うために1日が終わっていった。自宅前の道路幅2mが25cm降起し、一部が陥没した。また、隣家の玉石積の擁壁が一部崩れた。町内会・民生委員がこの情報を隣家に伝え、いち早く人命第一の観点から応急処置の工事をするように勧めてくれたために、隣家では玉石積の亀裂部分の補強とネット掛けをした。町内会・民生委員のフットワークの良さに感謝した。ガソリンがなくなって、職場への足が確保できず、自転車で往復5時間かけて行った。今まで災害時の備えとして、3日間の食糧と水を用意しておけば、それ以降、行政がなんとかしてくれると考えていたが、この震災では3日過ぎても自力で調達しなければ、誰も何もしてくれない。スーパーは長蛇の列、給水も遠い場所へ4時間待ち、避難所におにぎりでも、ともらいに行っても避難者名簿以外の自宅に居る者には、配る余裕が無く、やはり自力で日頃の備えをしっかりとすべきと思った。

                    便利なもの　給水パック…6L入りのもので、かさばらず強度が高い。取手の切り込みがついてある。水道局で売っているらしい。乾物類…煮豆は特に熱源のない時、毛布で鍋を包んでおけば煮えてくる。



                　

                《仙台市宮城野区在住者》

                　

                1.【自宅で被災】

                
                    翌日　6時頃仕事場に向かった。21時まで仕事場にいて、夕方、仙台駅周辺の電気がついたとのことで、家に帰った。主人が岩手に住んでいるので心配だった。1週間後、連絡があり、無事を確認。家は流されたとのことだった。

                    生活　食器10個ぐらいとオーブントースターが壊れたぐらいだった。食事は冷蔵庫の物と缶詰と、石油ストーブでお湯を沸かしたり煮たりした。



                2.【自宅で被災】

                
                    生活　電気はすぐ停電した。6日目の夜復旧。水道はマンションなので屋上のタンクが空になるまでは使えた。電気がこないとポンプでタンクに汲み上げられないので、復旧は電気の回復した翌朝、点検してから回栓。水道そのものは2～3日後には1階まで来ていたので、地上のタンクのあるところからは水がもらえた。ガスは翌日昼まで使えた。4/2に四国ガスの方により点検、開栓。震災後、5分間はPHSが使えたので、単身赴任中の夫に自分と自宅の無事を連絡し、震災直前に入れておいたコーヒーを飲んで一息ついてから、飲み水をヤカン、鍋などに確保し、バスタブに水を入るだけ入れた。これで水道の開栓までトイレの水が足りた。災害備品を取り出して確認し、夜に備えた。家中を点検し、被害状況を確認。暇なときは手廻しラジオでずっと情報を聞いていた。食事は備蓄してあったものが主で、2日目くらいからは町内会の炊き出しで味噌汁やおにぎりなど1日1回は温かいものが食べられた。町内会長が避難所から救援物資の食料を分けて頂いてきて配ってもらった。余震がひどかったので、寝る時は懐中電灯を用意してベッドの下に靴を置いて、普通の服装で寝ていた。早寝早起きの健康的な生活をしていた。情報が限られていて、自分の被害はたいしたことがなく、のんびり心穏やかな日々だった。



                　

                　

                　

                《仙台市太白区在住者》

                　

                1.【自宅で被災】

                
                    地震に備えていた物　飲料水、ペットボトル2L6本、カイロ、日常的に使用している灯油ストーブ、カセットコンロ(灯油ストーブがあったため未使用)電気コンロ(通電した5日目より使用)水筒。

                    水　居住者向けに開放された社宅内の貯水タンクへ水汲みに行った。3/12・6L鍋1杯分(蓋付きなので歯磨き等のうがい専用)バケツ1杯分(拭き掃除に使用)3/13・前日に使用した水の空ペット2L1本、未使用の水筒2L1本。3/14・空ペット2L3本、3L1本

                    料理　震災前日と当日は幼稚園が弁当だったため、ご飯やおかずを作っていた残りを食べた。灯油ストーブであたためたり、ラーメン、味噌汁、野菜炒めなど調理をした。お湯を沸かせたことが一番助かった。

                    洗濯　震災前日に全て洗濯をしていたので助かった。冬だったので下着ぐらいをチョコチョコ手洗いした程度。

                    通信　通信が一番困った。家の電話は全く使えず、携帯も日付が変わった2時頃に即電池切れになった。3日目に近所の方がKスタ宮城まで充電をしに行ってくれたが、翌日には切れた。メール受信確認後、電源を落としたが受信量は多かったらしい。2人の子供を抱え、公衆電話は断念。3日目に近所の方の電話から主人、夫の実家、私の実家の3ヶ所に通信させてもらった。



                　

                2.【自宅で被災】

                
                    生活　ライフラインがいつ復旧するかわからないので、まずは近所の開いている店を探し、食料を確保した。2時間くらい並び購入できる物も限られた。遅い時間に並ぶと何も残っていない状況。マンションの住人と店の情報交換などした。カセットコンロが使えなかったので、3日間は冷蔵庫の残り物とパンなどを食べていた。又、実家や親類の安否確認の為、公衆電話に並びかけてみるが、先方も携帯の電源がなく、つながらなかった。トイレの水は風呂の水で足りなくなり、マンション1Fの水道から運んだ。自宅は5Fなのでなんとか運べた。



                　

                《仙台市若林区在住者》

                　

                1.【勤務先で被災】

                
                    電気　電池の買置きが大量にあり、携帯、ラジオ、ライト等は十分に使えた。太陽電池のガーデンライトが役に立った。テーブル用キャンドルが役に立った。

                    暖房及び煮炊き　反射式石油ストーブが購入後10数年目にして初めて役立った。ヒーター用の屋外石油タンクに定期的に生協が補給していたので、石油が満タンだった。キャンプ用の白ガソリンのコンロも使えたのでご飯を炊くことが出来た。

                    食料　冷凍食品を絶えず補給していたので助かった。非常食は有ったが、ほとんど手をつけていない。

                    携帯　近くの中継局が停電で停止し、つながりにくかったが、ショートメールが比較的つながり、会社や親類、友人と連絡は取れた。ドコモで良かった。

                    交通　主に自転車を使用。2台の車に8割ガソリンがあったが、極力使用しなかった。ハイブリットは良い。ガソリン補給なしで首都圏を往復できた。

                    その他　首都圏から預かった社員の寝床、食料の確保。帰京の手配(仙台→山形→新潟→東京



                2.【自宅で被災】

                
                    電気　①照明用…懐中電灯、ロウソク②熱源…木炭(七輪)

                    ガス　IHのため使用していない

                    水道　附近は2～3年前、地震に強い本管に更改したため断水なし

                    通信手段　①携帯電話…電池がすぐパンク。充電不能②固定電話…光電話回線のため電気が停まれば発・着信とも使用不能③インターネット…電気が停まれば使用不能(デスクトップ・TV搭載型)同時にPCもシステムダウンのため使用不能



                　

                《仙台市泉区在住者》

                　

                1.【勤務先で被災】

                
                    当日～　行政職員として避難所運営に従事。



                2.【外出先で被災】

                
                    生活　照明はロウソクと懐中電灯を使い、暖房は反射式石油ストーブを利用。重ね着をして寒さに備えた。湯たんぽは大変重宝した。煮炊きはストーブを利用したが、途中よりカセット式コンロを購入できたので利用。地震後、飲料水の汲み置きはしないでしまったが、学校の防災用地下貯水タンクより給水できた。初日は無制限だったが、翌日より1人4Lに給水制限された。給水車の列にも並んだが、2時間半以上の待ち時間があった。トイレは湯船に残っていた水を利用。無くなってからは学校のプールの水を利用。電気の復旧が早かったので、電気ケトルが非常に役立った。



                　

                《仙台市内在住者》

                　

                1.【勤務先で被災】

                
                    当日　自宅へ様子を見に行った後、市役所に避難。

                    翌日　実家へ行ったため、自宅のライフラインの正確な復旧日がよくわからない。実家では被害が殆どなかったが、備えがあったので石油ストーブで暖を取り、煮炊きもし、買置きの水などを利用した。



                2.【勤務先で被災】

                
                    当日　通信手段取れず、帰路手段に苦慮

                    翌日　ガソリンの入手努力。電気の復旧見込み情報の入手。他の安否情報全く取れず断念する。通勤徒歩により2、3時間。情報入手し当日運よく双方確保される。

                    翌々日　水と食料品の入手情報と経路の確保。ガソリン負担少ない範囲の20kmエリア内の親族・知人に対応してもらう。知人・親族情報収集に努める。東京地区等経由で地方の情報を得る。



                3.【外出先で被災】

                
                    当日　子供が仙台へ出張して来ていて帰宅するところだったが、交通手段が無くなった為、1泊し、翌日も探したが当分手段が無いようだった。

                    翌々日　自家用車で秋田・大館まで送り、14日に帰仙した。山形に出て湯沢経由だったので連続して通行できた。道中、どこもガソリンの入手が困難で何軒もはしごして少しずつ継ぎ足してきた。すでに山形県・宮城県のスタンドは長い行列なので断念したが、何とか帰り着いた。以後ガソリンの供給が回復するまで重い物を運ぶ時以外は再度の緊急時に備えて自家用車の使用を控えていた。

                    水道　断水しなかった

                    電気　灯りはロウソクや懐中電灯

                    ガス　炊事はカセットコンロ(追加のカセットボンベは秋田県で入手)と停電終了した12日夜以降は電磁調理器。風呂を沸かせなかった為、6日程入浴せず、7日目に隣家の石油式風呂をもらい、7日目以降は町内の学生用宿舎のシャワー室が開放された為、これを利用した。

                    通信　当日は固定電話が全く使えず携帯が時々通じることがあった。PCは携帯への充電用に使用しなかった。

                    食料　備蓄品を活用。停電のため、冷蔵庫の物を使えるだけ使うようにした。



                4.【自宅で被災】

                
                    生活　地震直後に電気が止まったため、マンションである自宅は水道も同時に止まると思い、すぐ水と食料を買いにコンビニに行った。余震が続いていたので9階の自宅にいるのは危険と思い、庭に駐車してある車に食料、水、電池、カイロ、燃料、シュラフ、貴重品を積み込み、そこで3日間過ごした。携帯の電池の調子が悪く、充分に電池がなかったため連絡は最低限にして公衆電話から家族に連絡した。



                5.【自宅で被災】

                
                    電気　ロウソク、懐中電灯、手巻懐中電灯、EV使えず不便

                    水道　行政にお願いし、マンションの貯水槽に毎日給水してもらい時間と量を決めて1日3回行列することなく給水を受けることができた。また、たまたま風呂の水を抜かずにいたので、トイレに使えた。このことを教訓に風呂の水は入浴寸前に抜くことにした。風呂の水がなかった家庭では家の前を流れる川の水を利用(高齢者宅には中高生に運んでくれるよう依頼)食器はサランラップを敷いて洗う事を極力抑えた。食材を洗った水→手洗い→トイレに流す。

                    ガス　卓上コンロ利用

                    通信手段　町内会で自家発電により携帯電話の充電をし、auは比較的つながった。電気を使わない昔のダイヤル式黒電話は比較的つながった。



                　

                《宮城県名取市在住者》

                　

                1.【勤務先で被災】

                
                    電気　家族が集まる場所はロウソクで明かりを確保。それ以外は各自懐中電灯を持って移動した。1人1個の懐中電灯を備えていたので良かったが、電池のストックが心もとなく補充もできずヒヤヒヤだった。

                    情報　ラジオで収集。TVは4日後に見る事ができたが、津波の被害の激しさに驚いた。

                    水道　はじめは糸をひく程度の水が出ていたのでため水をして使っていたが、3日後くらいに一滴も出なくなり、以降は給水所まで水を汲みに行く毎日だった。

                    ガス　全く不便を感じなかった。プロパンガスも補充したばかりだったので、一切の不安はなかった。

                    通信手段　丸3日間は携帯もつながらず、4日目にしてようやく職場の上司と通話ができた。固定電話の開通はさらに時間がかかったと思う。緊急対応の公衆電話も結局つながらず、実家の両親と電話で話をしたのは、1週間後くらいだった。



                2.【乗物の中で被災】

                
                    当日　仙台市青葉区の職場から歩いて帰宅するという主人を車で迎えに行き、帰宅したのが17：30過ぎだった。

                    生活　1月にホームセンターの初売りで「なにかあった時のために」と購入した小型の反射式石油ストーブを、懐中電灯を頼りに開梱し、灯油をお向かいさんから１缶借りて、使用開始。このあと、寒さ対策・湯沸かしなどに、本当に重宝した。キャンプ用のガスランタン（ホワイトガソリン使用）を物置から出してきて、ダイニングテーブルに設置し照明にした。卓上コンロでお湯を沸かし、買い置きのカップラーメンで夕食。補助的な灯りとりに、結婚式で式場からもらったメモリアルキャンドル（高さ60cmほどの巨大ロウソク）を使用した。この日はまだ水道が出ており（団地の給水塔にまだ水が残っていたようだ）、トイレと顔を洗うくらいはまだできていた。携帯のワンセグTVで情報収集するも（団地内の携帯アンテナはバッテリーでまだ生きていたようだ）、携帯のバッテリーがなくなるので早めに切り上げ、就寝。

                    翌日　朝からトイレの水の出が悪くなり、間もなく使えなくなった。電気温水器の非常用お湯とりコックから、キャンプ用の水タンクに飲み水を調達。トイレの水はお風呂の残り湯を使った。卓上コンロと鍋でご飯を炊き、味噌汁を作って朝食に。団地内の公民館に行くと、近所の建設関係の会社が発電機を貸してくれたらしく、TVでニュースを見ることができ、炊き出しのおにぎりを2個もらった。発電機からケーブルを伸ばして携帯の充電ができるようになっていたので、少しだけ充電をさせてもらいましたが、この時点で団地内では携帯がつながらなくなっていた。車で近くのスーパーまで行くとアンテナが立ったので、何人かにメールを送った。午後、団地内の小学校の給水タンクから、飲み水には不可ながらバケツ2杯分の水を分けてもらった。家にある食糧をリストアップし、冷蔵庫の中の悪くなりそうなものから食べることにした。キャンプ用のふた口コンロ（ホワイトガソリン使用）をサンデッキに設置して、夕食の準備。調理する時は、懐中電灯を照明にした。石油ストーブの上で鍋に湯を沸かし、日本酒のお燗をして晩酌をする余裕も出てきた。

                    翌々日　「朝8：30より公民館前で給水車による給水を行う」と広報車から情報があり、水タンクを持って行くと、長蛇の列ができていた。40分ほど並んだが、1人2ℓの制限があった。風呂の残り湯が底をついてきたので、近くの名取川へ主人と二人で水を汲みに行った。大きめのキャンプ用水タンクのほか、屋外用のストッカー3つ分、車で2往復して調達した。この水が、水道復旧までトイレ用水として活躍。近所の人から、富沢の酒類販売店が営業しているらしいという情報を得て、買い物に。棚の商品が床に散乱した状態ながら営業していた。さすがに飲料水や食料品は売り切れだったが、破損を免れた日本酒・ワイン・ビールなどを購入。知り合いである西多賀のペットショップに行くと、自宅が塩釜にある店主が、店に寝泊まりしながら営業していた。飼い猫用にフードとトイレ砂を購入。店主から、南大野田の水道局で、屋外に仮設の水道蛇口を複数設置しており、並ぶことなく制限もなく水が汲めるという情報を得てすぐに向かい、車に積んであった水タンクとクーラーボックスに水を汲んで帰宅。翌日からは、主人に会社帰りに汲んできてもらうことにした。取り敢えず飲み水の心配がなくなったことは大きな安心になった。電気温水器に残っているお湯がまだ暖かく、洗面器に汲んで髪を洗い、久しぶりにリフレッシュできた。

                    4日目　車で会社へ出勤。太白区長町の社屋では電気・水道が使えず、仕事もできないので3/17まで自宅待機するようにとのこと。店の商品から乾電池、紙コップ、消毒用ジェル、ティッシュペーパー等を分けてもらった。退社後、太白区柳生のワイルドワンに寄って、LEDのヘッドランプとミニマグライトを2個ずつ購入。薪も売っていたので念のため購入した。ガスボンベ、ホワイトガソリン等はすでに売り切れ状態。帰宅途中にあるホームセンターにも寄ってみたが、どこも売り切れだった。ヘッドランプは、暗い中で調理などの作業をするのにとても重宝した。



                　

                《宮城県松島町在住者》

                　

                1.【勤務先で被災】

                
                    生活　自家発電でTVが見られる町役場にTV視聴に行った。町役場で長い列に並び携帯電話に充電してもらった。給水車に毎日水を汲みに行った。携帯の受信アンテナが立たず圏外になったので、家族と連絡を取る為、アンテナの立つところまで自動車で30分くらいドライブして電話をかけに行った。室内の方が温度が高い為、屋外の日陰に生鮮食料品を出して保存。



                2.【勤務先で被災】

                
                    生活　電気が止まったので、反射式ストーブ、卓上コンロ、昔使った七輪などで暖を取ったり、煮炊きをしたりした。井戸水を利用し洗い水、トイレの流し水に使用した。浄化していないので飲水には使用できなかった。



                　

                《宮城県石巻市在住者》

                　

                1.【自宅で被災】

                
                    生活　茶道をしているので炭が沢山あり、それを燃料にしてご飯は茶飯釜で炊いていた。昔に戻った感じだった。電気もないので、ロウソクを使い晩食は早めにとり、寒いので着の身着のままで車中泊。2泊したが身体が痛くなるので決心し、3日目から布団に入り寝た。洗濯は湯を沸かしチャプチャプ洗いで、気持ちがいいという感じだった。食料は一応沢山あったので心配はしなかった。トイレは風呂の水を使った。



                　

                《宮城県大郷町在住者》

                　

                1.【勤務先で被災】

                
                    電気　はロウソクと庭用のソーラーランプを使用。庭用ソーラーランプは安全で明るかった。

                    水道　井戸をフル活用し約60軒分近所一帯に配った。簡易の手動式ろ過器を使用した為、飲料水として使用可だった。

                    ガス　IHの為なし。アウトドア用品を使用し、しのいだ。炭・練炭・七輪等の蓄えがあったので不自由しなかった。

                    ストーブ　灯油が200Lあったので近所にも配り寒さをしのいだ。

                    ガソリン　農機器用として20ℓ保管してあったので、2～3日分はあった。まわりにスタンドが3軒あったので、並べば20ℓは手に入れることができた。

                    食料　米の貯えあり。畑に野菜あり。近くのスーパーが翌日より開いていたので助かった。又、道の駅も2日後に開いた。ガソリンがない為、あまり遠くから人が来なかったので、近くの人は物が買える状態にあった。



                　

                《参考データ》体験談在住者地域の最大震度 － 青森県

                　

                《八戸市在住者》

                　

                1.【勤務先で被災】

                
                    生活　結婚式にもらった大きいキャンドルを3個、居間に災害用として保管していたので、当日はトイレ、台所(寝室へ移動)、玄関に置いたのだ、明るさは何とか問題なかった。ガス・水道は止まらなかった野で、家事はできた。情報は電池を入れたラジオで収集していた。ご飯はガスで炊いた。携帯電話は当日の夜に充電ができなくなり使えなくなったので、電気がつくまで他の人との連絡ができなくなった。暖房は床暖の全室暖房のため電気がつかなくて使えなかった。開放型ストーブも用意していたが、外にある灯油タンクから給油するためのポリ缶のポンプが用意できなかったため、結局給油できず、当日は暖房はつけなかった。翌日、ホームセンターに灯油タンクを買いに出向いて2時間並んで購入したが、今度はガソリンスタンドで灯油が購入できず、実家で分けてもらってやっと灯油を手に入れることができた。



                2.【勤務先で被災】

                
                    生活　反射式ストーブで暖をとった。すべての部屋にあるわけではないので、ない部屋では衣類を何枚も着込み使い捨てカイロなど使用。調理に関してはプロパンガスだったため特に問題なし。



                3.【外出先で被災】

                
                    生活　電気は結婚式のキャンドルがあったので、助かった。電話は古いダイヤル式につけかえて使った。



                4.【外出先で被災】

                
                    生活 ①情報収集は携帯TV(停電で充電できず)カーナビTV(スタンドが弊店でガソリンがないため恐る恐る)②電気が使えない為、暖房用品が使用できなかった。ペットボトルにお湯を入れ使用した。③トイレの便座がとても冷たかった。シートカバーを用意していたので、それを使用した。④何より困ったのが通信手段なのだが、これはどうにもならなかった。復旧した時に身内等からのメールが大量に入り驚いた。⑤ガソリンスタンドへの列がとても長く、金曜の震災だったので、土・日で何とかガソリンを20L入れることができたが、曜日によっては難しかったと思う。



                　

                《青森市内在住者》

                　

                1.【外出先で被災】

                
                    生活　暖房をまきストーブに変えた。情報はTVだったがラジオにした。アウトドア用の電源(ロウソク、電灯、カンテラ)にシフトした。



                2.【乗物の中で被災】

                
                    電気　全電化なので調理ができなくなった。カセットコンロで調理した。お湯は給湯タンクにあるので不自由しなかった。寒くなってきたので、1台だけある開放式ストーブで暖を取った。夜になり明かりはキャンプ用のランタンが重宝した。TVがつかず様子がわからないので電池式のラジオでニュースを聞いた。情報がないことが不安だった。友人が車のカーナビのTVを見せてくれて夕方、その事態に驚いた。

                    通信　直後、ダイヤル式黒電話が通じて関西にいる親には連絡が取れた。翌日、翌々日になり通じなくなったが、逆に携帯が使えるようになった。netはモデムが停電で使えず、役に立たなかった。



                3.【自宅で被災】

                
                    生活　電気がストップすると暖房機器が使えず、とても寒い1日を過ごした。個人差はあるが、青森では4月下旬までは使用する家庭が多い。電気を使わない反射式ストーブを使用、準備していた家庭は良かったが。ここ何年も停電を経験せず、油断していた為ホッカイロで暖を取った。湯たんぽを持っていたのに思い出さず、災害に備えた思考をしてこなかったことを痛感した。冷蔵庫の中の上段に保冷剤を置き、とりあえず一時しのぎにした。娘達との連絡を優先したいと重い、食料調達の前に携帯の充電器を購入した。



                4.【自宅で被災】

                
                    水　揺れが来たとき風呂と食用のバケツに水をためた。断水せずに済んだので助かった。

                    電気　災害用備品のロウソク、マッチ、電灯を居間と寝室にて確認。ラジオが2ヶあるのでチェック。

                    ガス　プロパンなので使用可能だった。調理は明るいうちに準備した。夜、朝用に圧力ナベでごはんを炊きおにぎりに。オール電化の住まいの友人用におにぎりやポットに入れたスープを届けた。

                    ガソリン　買えなかった3日間は自転車で友人宅へ水や食事を宅配した。

                    電話・携帯　青森市内は1日で通じたが、県内の身内に連絡が取れず、地域差が意外とあった。　



                5.【自宅で被災】

                
                    電気　昼に家事、食事、の行動、夜は早く活動停止。夜はラジオとロウソク使用。懐中電灯は移動時に使用。

                    水　飲料水をコンビニで買う。水を使わずに済む食事のため、コンビニでおにぎり、パン、飲物を利用。トイレの使用を工夫し紙は流さないようにし、水をおさえた。ロシアの田舎のトイレを思い出し、実行。バケツにひしゃく、汚物入れに古新聞の密封パック。



                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                《参考データ》体験談在住者地域の最大震度 － 岩手県

                　

                《盛岡市在住者》

                　

                1.【乗物の中で被災】

                
                    生活　厚着して、サラダ油でお湯を沸かしてラーメン等を食べていた。



                2.【自宅で被災】

                
                    生活　いつも金曜日の買物で土日と月曜日の弁当分まで買い揃えており、電気だけ停電でその他は日常通り使用できたので、日中の明るいうちに料理できるものは全部作り置きした。雪がちらつき、マイナス気温だったので、冷蔵庫なしでも良かった。ありがたいことに東京・大阪・鹿児島の県外の友人からの着信電話は通じ、3/15には特別被災地ゆきの郵便扱いなのか懐中電灯や電池、袋詰お茶、煎餅等が届いた。友人曰く「重量に制限があって、これだけしか送れなくてごめんね」上手に表現できないが、いつ届くかわからない郵便物。「私には心配してくれる友達がいる、友達がいる」を繰り返しながら、たった１台のラジオを朝起きて夜寝るまで電池の事も心配することなく、ほんとうに安心して聞くことが出来た。感謝の気持ちはもちろんだが、安心して生活できる心のゆとりの大切さを改めて感じさせられた。心の底から心配してくれてありがとうと、やさしさとは、人をおもう心とは何かを教えてもらった。私も本当の意味の「ありがとう」を使わせてもらった。仏壇のもの、タンス、本棚、TV、ピアノ、冷蔵庫、鏡台、食器戸棚など地震で移動した。食器類や棚の上の置物など落下し、壊れ飛び散り「落ち着いて」と自分に言い聞かせながら、あまりの凄さに庭ほうきで歩くのに必要な分だけ左右に寄せた。「もったいない」とか「くやしい」とかそんな気持ちはなかった。あの時、外に飛び出していて良かった。こんな様子を家の中で見ていたら気が変になっていたかも。本当に、ケガもなく生きていただけで満足だと自分に言い聞かせた。停電して3夜を迎えようとした19時頃、室が急に明るくなった。近所を確かめたら我が家だけの明かりだった。停電で骨まで冷え込んでいた。この夜風呂に入った。でも、今まで通り着の身着のままで布団に入った。



                　

                《釜石市在住者》

                　

                1.【自宅で被災】

                
                    当日～　避難所から勤務先に通い、荷物の片付け等をしていた。避難所で「人の息づかい」を聞いていないと心が折れそうになった。



                　

                《大船渡市在住者》

                　

                1.【外出先で被災】

                
                    当日　出張先の東京から様々な交通手段を乗り継ぎして岩手に移動した。



                　

                　

                　

                《参考データ》体験談在住者地域の最大震度 － 秋田県

                　

                　

                　

                《秋田市内在住者》

                　

                1.【勤務先で被災】

                
                    当日　実家の家族に安否確認のメールを送信。(一人暮らし)ガスのみ使えたのでポットに残っていた水を使い簡単な夕食をとって、洋服のまま布団に入った。いつもより早く就寝。

                    翌日　朝、給水車の到着を知らせる広報車の声を聞き、3時間程並んで5ℓ程の水を確保。ホームセンターに行き、電池など当面必要となりそうな物を少し揃えた。昼食を残り物などで済ませ、知人宅に泊めてもらった。知人宅は市役所に近く、3/12朝から電気・水道が復旧していた。ただし、前日メールしてもらったものが翌日3/12に届いた。

                    知人宅に来た連絡で自宅アパートの電気・水道が夜復旧したらしいことを知った。

                    翌々日　昼頃帰宅。



                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                　

                《参考データ》体験談在住者地域の最大震度 － 山形県《山形市内在住者》

                　

                1.【自宅で被災】

                
                    当日～　山形市はガス・水道が平常通りで電気も12日夕方に通電したので、特に困ることはなかった。



                2.【自宅で被災】

                
                    生活　自家発電をした。



                《山形県東田川郡在住者》

                　

                1.【自宅で被災】

                
                    生活　電気が1日半止まった。水道、ガスは止まらなかった。停電直後、夜間の照明とラジオに使用する乾電池の調達のため、量販店に行った。長蛇の列で品薄になっていた。冷蔵庫の冷蔵食品は寒かったので、そのままにし、冷凍食品は敷地内に雪が残っていたので、穴を掘り、その中に保存した。食品は前日に購入していたため、冷凍食品など使いながら3日間は通常の食事が出来た。カップラーメンなどの保存食はほとんど食べなかった。ご飯は町営ガス(都市ガス)が止まらなかったので、土鍋で炊いた。暖房は電気が止まっても困らないように反射式ストーブを購入していたので2台で十分満たしていた。照明は仏壇用のロウソクが多くあったので、それを使った。通信手段は使えず、何もできなかったが、家族一同顔を合わせることができたので、不安はなかった。ガソリンは3日前に満タンにしていたので、列に入り給油したのが1回程で不便はあまり感じなかったが、家族では全部で4回ほど順番待ちで給油した。常に半分程度に減った場合、こまめに給油した方がよいと思った。灯油もタンクに1ヶ月程度使用できる量があったため、不便は感じなかった。



                　

                　

                　

                　

                《参考データ》体験談在住者地域の最大震度 － 福島県《福島市内在住者》

                　

                1.【外出先で被災】

                
                    電気　明かりはロウソク、懐中電灯、電池式センサーライトなどで何とかしのげたが、3/11地震のあった日よりしばらく雪・みぞれが降るほどの寒さで暖を取るのが一番大変だった。湯を沸かせたので温かい飲物、食べ物をできる食べ、湯が沸かせるファンヒーターではない昔ながらのストーブが1台あったので、茶の間1部屋に家族全員集まり余震と寒さに耐えた。

                    水道　3/11・PM2：46地震がおきて、すぐには断水にならなかったので、夜、不安を感じ飲水用は汲み置きしておいた。翌朝断水。風呂に水を入れたままだったので、トイレ・洗面用に利用。役立った。3/11以来風呂掃除は夕方遅くにする事に決めている。3/12飲水、台所用水は井戸水を使っている知人からたくさんわけてもらい、何とかOK。「水、ご自由にお使い下さい」という貼り紙があちこちのお宅で見かけられた。近所にサンヨー缶詰(株)の工場があり、そこの工場の自家水を皆に分けてくれ、給水車に並ぶ事もなく本当に助かった。後で聞いた話だが、サンヨーの工場長は皆に水をあげるため、夜遅くまで残ってくれていたとか。ありがたい。風呂や洗濯の言葉をかけてくれる方もいたので、不自由な中、心は温かかった。

                    ガス　プロパンガスのため使用可だった。が、さすがに3/11は怖くて使えず3日目あたりからガスコンロを使用した。



                2.【自宅で被災】

                
                    水道　アパートの貯水槽の水がカラになるまでの1日強は水道が出たので、その間に浴槽やバケツ、ヤカンなどに水をため、それを使った。近くの公民館の給水車へ水を汲みに行ったのは2回程度。被爆を避けるため節水してできるだけ外出しないようにした。地震から1週間たった頃、アパートの管理会社が東京からタンクローリーで水を運んで貯水槽に入れてくれたので助かった。



                3.【自宅で被災】

                
                    生活　水道は近くのお宅の井戸水をいただいたり、飲み水はミネラルウォーターを探して3日目ぐらいで購入した。電気は自家発電のため日中TVだけは見る事ができた。ガスはオール電化のため使っていない。通信手段は通信できるようになってから家族、親類に連絡をした。



                4.【自宅で被災】

                
                    電気　オール電化の為、全て断たれ懐中電灯、ロウソク、ホッカイロ、山用のガスボンベで食事を作る。

                    水道　断水の為、いくつかの鍋、ヤカンに汲み置きした。翌日、ガソリンがなかったので、同班の方に水を汲んでもらい助かった。風呂を清掃し汲み置きがなかったので、トイレの水の確保に苦労した。スーパーで飲水のペットボトル1ケース購入することができたので、助かった。



                5.【自宅で被災】

                
                    生活　断水がつらかった。震災翌日は1人3Lしかもらえず、何もできなかった。その後5Lまでもらえるようになり、2時間並んでもらった。並んでいる時に原発事故があった。もう少し早くきちんとした情報をもらえていたら、もっと気をつけていたと思う。毎日2時間ずつ3回も並んでいたので、今、思うとかなり放射線をあびたと思う。ガスは2日後には使用できるようになったが、余震がすごくて使用している時はそばにいて効率が悪かった。電気は通っていたのでTVをずっと見ていた。固定電話は光通信だからか、2日目から時々通じなくなり、携帯中心だった。2日目からガソリンが手に入らず、動けなかった。



                6.【自宅で被災】

                
                    生活　(3/11～18まで)娘の家族と同居して1部屋で寝起きした。こたつには湯たんぽ2個入れ、皆で足を入れて休んだ。この様な時は大家族は心強いものと実感した。ストーブが2台あったので、常に湯を沸かして部屋の暖房としても活用。ロウソクも近所の方にも差し上げるくらい沢山あり、夜間も明かりには不自由しなかった。メーターが半分になると満タンにするため、私の車だけがガソリン満タンだったので、3日目から営業しているスーパーに出向いて食料品を購入。ストックした水が少なくなり家族全員で近くの工場へ地下水をもらいに行く毎日だった。



                　

                《福島県双葉郡在住者》

                　

                1.【勤務先で被災】

                
                    当日　原発事故の知らせを受け12日～17日まで川内村に避難した。その後、郡山市ビックパレットに避難。



                2.【外出先で被災】

                
                    当日　避難所にいたので大きな不便はなかったが、唯一の通信手段の携帯電話がつながらなかったので、最大の不安材料だった。



                3.【自宅で被災】

                
                    当日　被災直後に強制退避指示のもとに、そのまま家を離れ避難所に向かったが、行政の指示がマチマチで非常に不安な行程を移動した。避難所は福島本宮→会津→仙台と移動した。



                4.【自宅で被災】

                
                    翌日　12日には郡山に避難した。通信はなかなか通じなくて3日目にスカイプで東京にいる娘、妹に安否が伝えられた。



                　

            
            
                2．【1ヶ月行動】

                情報提供・共有したいこと

                　

                《仙台市青葉区在住者》

                　

                
                    1ヶ月間の行動　震災直後は安否確認、通信手段の確保、食料やガソリンの調達などが主な行動だった。1週間後位からは入浴できる所を探したり、店頭で買えないものをnetで購入したりして、PCを大いに利用し始める。4/8～10日まで高速バスで仙台－東京往復。東京も節電で街は従来の華やかさに欠けていたが、しばし地震の事は忘れて、井の井の頭公園で花見を楽しんだ。帰仙後、ガソリン購入でき、南三陸町志津川の親戚の見舞いに行く。TVで見る以上の光景に言葉なし。

                    困った事　①ガソリンがなかなか買えず、行動が制限されたこと

                    ②ガスの普及に1ヶ月以上かかり、入浴できなかったこと

                    ③余震が多く安心して眠れなかったこと

                    ④便乗値上げがあったこと

                    気付いた事　種々多様な社会の環境が私たちの生活の強度を増してくれるということ。例えば、熱源も電気だけでなくプロパン、灯油、ガスなど多種多様なものを使っていれば、いずれかで対応できる。あるいは、スーパーなどの大型店舗だけでなく小さな八百屋やパン屋などの小売店が健在である街は、食料の確保が容易であったこと。このことからエネルギー問題や復興計画も多様性を持って考えてゆくべきと思う。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　避難所の名簿、開いているガソリンスタンド・スーパーなどの情報、スーパーなどでどれくらい並ぶのかの情報。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　地震後、心配した友人から沢山メールが届いた。充電も出来ない中「無事ですか」という一行のメールは嬉しかった。反面、長々と書かれたメールには閉口。ライフラインがない中、唯一の連絡手段は携帯メールだった。震災時のメールは手短にすべき。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　常にガソリンは満タンにしておかなければと心している。携帯の電源を車から取れるようにしている。電池式のも準備した。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　①水・米・缶詰や果物のジュース、ひじき、干しシイタケ、豆類、のりなどの干物類、肉類を冷凍したもの、麺類、保存のきく野菜類などの食料の備蓄の必要性。

                    ②トイレットペーパー、ティッシュペーパー、洗剤類、歯磨き、割り箸、ペット用エサや猫砂などの備蓄の必要性。

                    ③①、②を備蓄することで「買占め」行動が発生しないものと思われる。

                    ④災害時用としてカップめんのようなものを考えすぎると栄養面でかたよったものになりがちで問題である。今回のように長く続くことを考慮し栄養がある程度偏らずに摂取できるような対応に心がける。

                    ⑤できたら手廻し式ラジオ対応か電池式の懐中電灯。暖房用石油ストーブだけでなく、調理用としても使えるものとして対流式石油ストーブと灯油。アルミ箔ブランケット。LEDのランタンなどの備蓄

                    ⑥常用としている薬類は余裕をもって準備し欠けることでの不安を解消させる。

                    ⑦トイレ用の水として使用できるので雨水をためておく

                    ⑧災害時は自転車が役立ったので、車ではなく自転車を普段から使いこなしておく。

                    ⑨一人暮らしの老人など近所で声をかけあって、支援する体制が整っていないと痛感した。地域の民生委員なりが役割を果たせるような体制づくりが必要である。福島原発事故後の対応が国も県も遅すぎて不安であった。食料についての線量の測定の開示。調査のスピード、それに伴う指示を即座に行って欲しかった。それらを怠っていたことによって、今、そのツケとして広範囲に至っての農産物の被害が広がってしまったと思っている。



                　

                　

                《仙台市宮城野区在住者》

                　

                
                    情報提供・共有したいこと　判断が遅れると入れなくなるので迷わず指定避難所へ。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　仕事を休むことができず、家の片付けは未だに残っている。介護の世話を頼れる窓口がなく、余震の中、老人を1人置くわけにもいかず、心労がたまった。会社からの非常物資の支給がありがたかった。ガソリンスタンド待ちの交通渋滞でバスが迂回することになり不便になった。ボランティアセンターは役立った。安否確認を早く取れるように通信インフラを整備すべきだ。見舞金は各市町村により異なり再建スピードもまちまち。格差が生じている。情報の提供はHPが多いが見られない人もいる。新聞の案内は役立った。家の修復をしたくても業者選びが難しい。仙台市はリストをくれたが、信頼できるか心配だ。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　手廻し式ラジオと、新聞も2日後からはきていて、ある程度情報は入っていたはずだったが、自分がたいした被害を受けなかったもので、電気が復旧してTVで被害の状況を見るまで、こんな大災害になっているとは思ってもいなかったので、被害の状況を知ったときは衝撃だった。どうしても郵便物を他所へ送る必要が出来たので、震災後10日くらいしたらバスを利用して被災地の外へ出かけた。高速道路は補修中で、災害支援関連の車のみで、サービスエリアには、自衛隊の車がずらっと並んでいたりして普段の様子とは全然違っていた。被災地の中で被災者の方々と接している時は、共通の体験を分かち合った人同士の連帯感があり、岩違和感はなかったが、被災地の外に出て、被災地以外の方々とのコミュニケーションが少々面倒だった。災害のことを必ず聞かれた。悲惨な状況が毎日報道されていて、精神的に不安定になっていて心の感度を大分下げて生活していたようで、思考力も下がっていたと思う。友達の安否確認も怖くて1ヶ月くらいは出来なかった。困った事は物資不足。手に入るものが限られ、並ばないと物が買えなかった。野菜は農協が販売を始めてからは困らなくなった。個人商店は、結構すぐに営業をしていたようだ。郵便物、宅配はなかなか再開せず、外から物資を送れなかった。救援物資やライフラインの復旧をみて、全国的な救援が来ていることがわかり大変ありがたかった。助けが来ていることはよく分かったので、ライフラインの復旧も待っていることができた。



                　

                《仙台市太白区在住者》

                　

                
                    情報提供・共有したいこと　私の住む地域は転勤族が大変多く、賃貸マンションが林立している。近所付き合いがきわめて薄い地域であり、今回は被害が少なかったが、ひとたびもっと大きなダメージを受けた際は、亡くなったりけがをしている人の存在が気付かれなかったり、助け合いが他地域のコミュニティと比べなされなかったりすることが予想される。このような地域の住民こそ意識的にコミュニティづくりを日頃から心がけなくてはならないと感じた。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　命の確認が一番なので、近所の方にも声をかけることは大切。マンションは電気が来ないと水もエレベーターも動かない。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　実家・親類が沿岸部に住んでおり、ほとんど被災した。各避難所を回り必要な物資を届けた。車のガソリンもなかなか給油できず困った。又、携帯電話の予備充電を用意しておくべきだったし、自家発電機能付きのラジオ付き懐中電灯もあれば良かった。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　日用品、食料品の備蓄。2ℓヤカンに前夜、必ず飲料水として汲み置く。町内会のメンバー同士の交流がある程度大事だと思った。TV、ラジオでは得られない情報のやり取りが結構あった。



                　

                《仙台市若林区在住者》

                　

                
                    情報提供・共有したいこと　り災証明書は使用する、しないに関わらず申請すること。

                    理由　①地震保険の申請の際に必須書類ではないが、被害程度の証明援護資料になる

                    ②健康保険で医療機関にて診療を受ける際、被害の程度によるが、診療費が免除となる。また、すでに支払った医療費は、申請により還付される。

                    ③罹災証明が交付されない期間は、罹災届出証明書でその機能を代行できる

                    ④今回は、特に被災地の高速道路の通行料が無料となったので特に必要となった

                    ⑤罹災証明書で印鑑証明書、戸籍抄本、住民票交付などの手数料は、ほとんどの区役所、役場で無料扱い

                    ⑥被災程度により、一定の条件はあるが「被災建物に代わる建物」「被災建物に代わる建物の敷地」の所有権の保存登記及び移転登記が非課税となり、また、「不動産譲渡に関する契約書」「建物工事の請負に関する契約書」について印紙税が非課税になる。この場合、全てが罹災証明書の添付が必要条件である。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　全国の方の支援に感謝!感謝!自分達も被災したにもかかわらず、ひたむきに頑張るベガルタ仙台の姿は感動し、勇気付けられた。芸能人の方々の支援は有り難かったが、行政や商工会の方々は、お世話で大変だったようだ。自分の世話は自分でするようにお願いしたい。一般ボランティアは食事も宿も自己解決だ。



                　

                《仙台市泉区在住者》

                　

                
                    情報提供・共有したいこと　被災時の備蓄が3日間と言われていたが、3日間では足りなく、1週間から10日分の備蓄が必要だと感じた。大規模災害では、自助互助での心構えが必要である。

                    取った行動　食料、飲水の確保に努めた。IHヒーターを確保し調理した。ガソリンを確保した。風呂に入りたくて湯を沸かした。また、風呂に入れるところを探した。

                    困ったこと　石油・ガソリンがない。公共交通機関が使えなかった。電話などの連絡手段が使えなかった。水がなく大変困った。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　地域の避難所での給水、給食などの情報が混乱していた。例えば在宅の人でも受け取ることができる食事があることは周知されていなかった。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　飲料水としてペットボトル入りの水は災害時には必須。TV・電話が不通になってしまった中で携帯ラジオが役立った。昔ながらの石油ストーブ、湯たんぽが大いに役立った。懐中電灯も役立ったが、電池の買置きも必要。ガソリン・灯油が入手しにくく非常に困った。地下鉄等公共交通機関がストップした為、勤務先への足の確保ができなかった。ガスの復旧が遅れた為、入浴できずに非常に困った。開いている店を探しての食料の調達はレジの清算も含め長い時間かかった。食料品、生活用品何もかも品薄状態だった。とにかく冷静に奪い合わない、人を出し抜くようなことは避け、買い占めず、ちょっと譲り合う心が大切と痛感した。いかにいつも水や電気をふんだんに使っていたか、あらためて認識した。節水、節電を心がけたいと思った。非常袋の中身を点検し、不足分は補充しておく。アルファ米や乾燥餅。サランラップは怪我をした時、上から包んで怪我の部分を守ったり、断水の時、皿など使うごとに変えれば洗わなくてもすむ。



                　

                《仙台市内在住者》

                　

                
                    情報提供・共有したいこと　行政に対して非常時でも「何でもやってくれるところ」という意識を持っている人がたくさんいることに驚いた。「基本的には自分で」という意識を持ちたい。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　転勤してきたばかりで知人もおらず、どこで買物ができる等生活情報が入らなかったので、ツイッターができるようにしておくべきだったと思う。洗わないシャンプーや体拭きシートがとても役に立った。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　ガソリンは常に満タン、半分になったら給油するようにした。パックの米、カップラーメン、レトルト食品類等少量の食料は備蓄が必要。カップラーメン・レトルト食品は今まで買っていなかったが便利だった。電気がなくても暖が取れ煮炊きできるのでストーブが便利。かなり活用した。

                    情報提供・共有したいこと　集会所で炊き出しをしたり携帯談話の充電を行ったが集会所前を流れている川まで津波がきており、幸い堤防が決壊しなかったため、集会所を使用できた。堤防が決壊し集会所が浸水していたら住民の支援活動はできなかったと思うので、今後、食料やガソリン等の備蓄の場所を再考する必要を感じた。煮炊き不要の食品と水の備蓄の必要性を感じた。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　町内会から震災支援情報はない。故、自発的に隣組に声がけ訪問し情報交換を行うしか初日の方策はなかった。かえって互いの融通、手助けとなり水・食品の各戸情報がわかった。今回の如く生活情報が分断されると、お隣さん情報が一番有り難いものとなった。日頃の挨拶、会話の交換が大切と思い知らされた。震災当日、避難・帰宅難民が多く出る可能性が高かったのは、公共交通機関が早くに分断・休止してしまったからだ。道路安全情報を整備することによって、主だったバス・タクシーの運行経路を確保し、帰途の道が少しでも確保出来るシステムを構築すべきだと思う。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　とにかく放射能汚染からどう身を守るかという点だけ気がかりだ。壊れた物は何とか時間をかけて津波も大変な事だが、過去(明治29年、昭和8年、チリ地震)の事例からみて立ち直れると思える。放射能関連の事だけは食品の問題もこれからどんどん大きくなりそうだし、何より国の対応があまりに無責任で悲しくなる。何をしてくれと言うより正確な情報が欲しい。国がダメなら研究者、大学の人など。一体何をしているのか、何の為に存在するのか意味がなさ過ぎる。原子力の事を知っている人は山ほどいるはずなのに、役に立っていない事はどういう事なのか。消費生活も何もあったものではない。



                　

                《宮城県名取市在住者》

                　

                
                    情報提供・共有したいこと　安否確認を取れる手段が1日後くらいから何もできなくなった。携帯電話で、地震直後に家族の安否については取れたが、遠くの親戚や知人・友人からの問合せは3～5日以上かかってしまった。特にマイナスの情報が全く公表されない。特に放射能汚染や原発の情報が本当のデータかも全く確認できず、正確な情報をいち早く公表するよう強く求めたい。それがなかったために、汚染された稲わらを食べた肉牛が全国に拡大している問題など、次々と問題が出ているのは周知のとおり。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　大地震は近い将来発生するであろうと心積もりはしていたが、日頃の備えの不十分さをいやというほど味わった経験である。

                    反省したこと、備えの改善点　①非常食や飲料水は少なくても3～4日分確保しておくべき。

                    ②常温保存の野菜ジュースをまとめ買いしておいても良かったと反省。

                    ③携帯電話の充電はいつもフルにしておくこと。

                    ④ガソリンも常に満タンにしておくこと。

                    ⑤外出時にはバックの中に非常食となりうる菓子、水筒の飲料水などを携帯。

                    ⑥ミニサイズの懐中電灯もバックの中に入れている。

                    ⑦ヒールの靴ははかない。



                　

                《宮城県石巻市在住者》

                　

                
                    情報提供・共有したいこと　まだ水道が復旧しない方が多く、ヘドロを流すのに使用するのが申し訳ないので、しばらくそのままにしていたら、取るのに大変だった。近くのスーパーがなかなか開店せず、遠くまで自転車で行き並ぶのが大変だった。物を大切にするようになった。



                　

                《福島市内在住者》

                　

                
                    情報提供・共有したいこと　町内会単位で災害への対策をし、困っている人同士で助け合えるようにする。私の地域で、発電機を持っているマンションがあったが、そのマンションの住民だけで独占し、非常に困った。そのようなことがないように平等に分け合い、助け合えるような環境が必要だと思う。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　地震による直接の被害は食器・花瓶が破損した程度だったが、放射能の方が心配だ。3/11から当座は、今のマイクロシーベルトに比較すると、すごく高かったのにTV等の報道では胸のX線1回の量の何分の1だから安心であるなどと良く放映され、もう少し危機感を以って対応して欲しかったと思う。起きた事は、もう取り返しがつかないので、これからいかに除染を速やかにするか考えて欲しいと思う。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　震災後、1ヶ月後にはスーパーや小売店も営業を始めたので、食品、日用品にも不自由しないようになったが、福島県は原発事故による放射能汚染で復旧復興状況は宮城県、岩手県とは全く異なり困難を極めている。毎日発表される環境放射線量のチェックと、これまでに3回測定した自宅内外の線量を参考に過剰な反応は慎むようにして、正確な情報を得て、正確な知識で収束するのを待つばかりだ。



                　

                《福島県双葉郡在住者》

                　

                
                    情報提供・共有したいこと　①特養にいた89才の母がヘリで二本松に運ばれていて、引き取りに来て欲しいと言われ、旅館に避難していた私たちは雪の中、母を引き取りに行き、東京にいる妹宅へ身を寄せた。しかし、風呂に入れてやれず、身体をふいたくらいでは皮膚が赤くなってきたため、必死に東京と福島で入所できる所を探し、新しくできたグループホームという所に入所できた。しかし、他の特養に入所できた人は無料で、たまたまグループホームはどういうところかを知らずにあずけた為、有料である。不公平だと思わずにはいられない。

                    ②犬も連れていた為、4月12日に古い一戸建に入居した。しかし、国の方針より早く入居した為、後々、種々の支援が受けられない事がある。避難所にいて、仮設に入居する方法が経済的には良かったのかもしれないが、行政の縦割というか、後手後手には腹立たしくなる。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　長い間平安な日常生活に慣れすぎた住民としての反省もあるが、原発施設区域としては、もっと日常の準備、訓練、指示の徹底等の行動の素早さが必要であったと痛感している。



                　

                《岩手県盛岡市在住者》

                　

                
                    困ったこと　ホッカイロの予備が切れていて寒さにふるえた。

                    気付いたこと　災害時に緑の公衆電話は無料で使えるが、最初に10円玉を入れないとだめなことを初めて知った。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　3/9震度5、3/11震度6、4/7真夜中震度6強と3回経験した。特に3/11(金)14:46頃震度6が2分40秒揺れたそうだ。余震も加わり5分弱の揺れと聞いた。レコード1曲終了するまでの時間だ。火の始末をしっかりと火事を起こさないようにすること。家は簡単には壊れないんだという事がわかった。これは地震の時だけでなく、女性用の生理用品とトイレットペーパーくらいは1ヶ月用意しておくと安心だと思う。地震後2日目には私たちの住んでいる町ではスーパーが開店、必要最小限の物を手に入れる事ができた。みんなが落ち着いて行動すれば、いつものように品切れを起こすことなく、必要な分だけ手に入れる事が出来るんだと実感した。私たちはまだ安心できない。この先何年続くのだろう。福島原発が解決しない限り。空しくなる。どこの誰にお願いしたらいいのだろう。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　LPガスで、水も出たので食事にはあまり困らなかった。町が蓄電式ポンプに切り替えたので2日くらいは水が出るとのことだった。大根、ジャガイモの煮物を急いで作り置きした。震災で調子が悪くなるので、カップラーメンなどとても食する気になれない。米・梅干・味噌汁・納豆が一番美味しく感じた。液体歯磨きは便利だと気付いた。岩手の沿岸で津波の被害があったことは、初めの2日間全く知らなかった。被災地にいるのに情報が全く入らず、情報が入っていないということすらわからなかった。つまり自分が今、どのような状況に置かれているか理解できなかった。



                　

                《岩手県釜石市在住者》

                　

                
                    情報提供・共有したいこと　店の商品が盗難に遭わないようにシャッターを閉めた。実父の遺体がすぐ発見されたので葬儀を行ったが、遺体が発見されていないご近所の目があるので静かに家族葬を実施した。



                　

                《岩手県大船渡市在住者》

                　

                
                    情報提供・共有したいこと　出張先のTVで被害情報を知り、商売で使用している設備の新規発注をかけた。帰宅後確認したところ、案の定設備は全壊していた。限られた情報の中でも即座に意思決定をした事が吉と出た。



                　

                《青森県八戸市在住者》

                　

                
                    情報提供・共有したいこと　青森ではH8のはるか沖地震の際、水が止まり、トイレの水に不自由したことから風呂水は常にためておいてある。また、携帯トイレは家族人数×5(1回の使用数)×3分常備している。同様に当時、給水車から家まで持ってくるための容器は10ℓだと重くて1個しか持てず、飲料水に不自由したので、ビニール製の8ℓを2個用意している。(今回は不要だった)この方が両手で持てる。避難所へ行くことになる時のために2人用テントを準備している。着替え等最低の目隠しのつもり。電気を使わなくても使える器具も必須だ。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　車のガソリンは多めに入れておく。家族・友人と緊急時の集合場所や連絡方法を決めておく。ファンヒーターの用意。高齢の母を自宅に呼んでの数日だったので、高齢者の目線のものも用意。電池は多めに。防水の上下服や長靴。ある程度の食料と水。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　避難所へ一時避難した。学校の先生方も大変そうだった。役所の人は来ていないし、避難した方々は結構わがままな事をしているのを見て、嫌な気持ちだった。私はすぐに自宅へ戻ったが世話をして下さる方々は大変だったと思う。



                　

                《青森市内在住者》

                　

                
                    物資　スーパーで1週間位物不足だったと聞くが、我が家は20日間位のストックをしているので不安はなかった。

                    水　フラットなもので使用時に大きくなる水運搬用の容器などもあったが、今回は未使用。あると便利だと思う。

                    現金　キャッシュも手元にないといけないと思う。日常はクレジット払いが多いが、5～8万は用意が必要と実践している。

                    夜対策　備え品は居間と寝室にあると安心。もしくは1階と2階に備える。青森当たりだと我が家でも5～6室ある環境ゆえ。

                    雨具　アウトドア用の品だと安心。

                    その他　手動品や省エネ品の見直しを是非。家庭薬も備える。ビニール袋やゴミ袋。ガムテープや工具も整備していること。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　ガソリン不足で困った。コンビニが役に立った。病院に行けないので、薬は早めに入手して携帯する。水を初めて買ったが、あっという間に品切れで正直者には買占めに対する不信が残る。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　太陽光があるので緊急用に少しだけ電化製品が使用できるはずだったが、使い方がわからなかったので使えなかった。使えるものがあるのに使えないのは不便なので、使い方の紙を貼っておいた。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　食料品が少なくなって困った。実際に食べ物が全くないということにはならなかったが、不安だった。それでつい、あるものは買っておこうという気持ちになった。買占めまではならなかったが、いつもより多く備えた。一番困ったのはガソリン不足である。4月上旬には戻ったが、3月中は給油のために早朝からSSに並んだ。とても不安だったし、毎日そのことばかりだった。ガソリンの節約のために手動でこまめにアイドリングストップした。そのせいかわからないが96年製の愛車がGWにこわれて動かなくなった。



                《青森県弘前市在住者》

                　

                
                    情報提供・共有したいこと　行政の対処に対する批判がいかに多いことか。当事者が懸命に対処しようとしているのに、あまりにも軽い批判、非難が多すぎる。マスコミの責任も重い。口が軽すぎる。自分にできない事を要求しすぎると思う。



                　

                《山形市内在住者》

                　

                
                    情報提供・共有したいこと　今回の震災後の報道等でインターネット、携帯電話等のインフラが強いといわれているが、停電が起きている状況では全く役に立たない。各家庭での自家発電の普及が求められる。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　近所の友人たちの防災に対する意識が低いことに驚いた。家具・ガラス等家庭内の安全や防災用品の備えについて、又、回線が混まないための家族間の連絡の合理化について啓発が必要かと思う。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　ガソリン不足が大変だった。救急車両以外はガソリンを入れることもままならぬ状態で、介護関係の車両は緊急車両ではないため、利用者宅に行くことができず、サービスを提供できない事務所もあったようだ。緊急車両の範囲を拡大できればと思った。



                《秋田市内在住者》

                　

                
                    情報提供・共有したいこと　オール電化にしていた知人宅では、暖房、炊事など他の家よりも大変だったと聞く。固定電話は多機能故に使えなかった家もあったようだ。今回のような大地震は頻繁に起こる訳ではないが、リスクを分散しライフラインの何が途絶えてもある程度対応できるようにしておく必要があると感じた。通信手段に関しては使いたい時に使えないことがないよう改善を求めるとともに災害用伝言ダイヤルなどの活用、PRも大切と思った。



                　

                
                    情報提供・共有したいこと　被害地に居住している友人と連絡が取れず、安否の確認が取れたときはうれしかった。被害にあった人達の為に何かしたいと思ったが、これといった行動ができず、義援金を送ったのみである。こういった時、例えば医師・看護師など特別な資格があれば即戦力になるのにと自分の非力さがはがゆかった。地震・津波・原発と負の連鎖が続き、大変な状況であるが、復興を願うのみ。
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        第三章　「我が家の防災マニュアルを作ろう」セミナー

        　

        
            Ⅰ．「我が家の防災マニュアルを作ろう」セミナー開催内容

            １．日時…2012年2月19日(日)13時～15時

            ２．会場…仙台市市民活動サポートセンター　セミナーホール

            ３．対象…NACS東北支部会員、一般

            ４．配布資料

            　①消費生活アドバイザー・コンサルタントなどに対する震災アンケート報告書

            　②我が家の防災マニュアル(NACS東北支部オリジナル作成)

            　③避難カード(NACS東北支部オリジナル作成)

            　④せんだい震災への備え2011年版冊子

            　⑤仙台市消防局・自主防災活動に参加しましょう！

            　⑥アイリスオーヤマ防災用品特集・地震対策万全ですか？

            　⑦NTTdocomo災害に備えよう！家族が集まったらいますぐやるべき10のコト

            　⑧(社)日本損害保険協会・地震への備え大丈夫？2011年度版

            ５．セミナー企画担当…安達智美、伊藤真依、岩谷芳江、大西二郎、大山さち江、木村洋、櫻井芳昭、鈴木宏子、濱田賁弘

            　

            　「消費生活アドバイザー・コンサルタントなどに対する震災アンケート報告書」から、各家庭に応じた防災マニュアルの必要性が浮かび上がり、3・11の震災体験を踏まえた「我が家の防災マニュアル」を作るワークショップを開催した。

            　様々な防災マニュアルに記載されている内容をピックアップした「我が家の防災マニュアルを作ろう」シートをNACS東北支部で独自に作成した。セミナー当日配布し、記載されている内容について参加者それぞれの体験をもとに、本当に効果があったのかなど活発な意見交換が行われた。各班で話し合った内容を「我が家の防災マニュアル・2012年2月19日版」としてとりまとめ、セミナー当日の終了時、参加者に配布した。

            　各家庭、各地域によって防災マニュアルが異なってくることから、NACS東北支部から講師派遣し「我が家の防災マニュアルを作ろう」シートを使用、学校教育や各地域における講座などを行っていきたい。

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            

            　

            　

            　

            　

            「我が家の防災マニュアルを作ろう」

            　

            主催：公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協会　東北支部

            日時：2012年2月19日(日)　13：00～15：00

            場所：仙台市市民活動サポートセンター　6F　セミナーホール

            　

            －　プログラム　－

            　

            1　開会あいさつ

            2　来賓あいさつ

            3　震災アンケート結果報告　＜東日本大震災復興支援プロジェクト委員＞

            4　東日本大震災を体験して　＜ＮＡＣＳ会員２名＞

            5　ワークショップ「我が家の防災マニュアルを作ろう」

            　　ワークショップの説明

            　　　・困ったこと

            　　　・どうすれば良かったか

            　　　・今後どうすれば良いか

            6　グループのまとめ発表

            　　3グループに分かれてそれぞれの代表が発表

            7　質疑応答

            8　防災備品の説明

            9　セミナー総括及び閉会挨拶

            　

            　

            我が家の防災マニュアル

            2012年2月19日版

            1．強力な地震に遭遇した時

            2．地震の揺れが収まったら

            3．防災のために備えておくこと・もの

            

            

            《防災用備品展示品》

            　

            【非常持ち出し袋】

            1．ロープ…1本

            2．レジャーシート…1枚

            3．ゴム手袋…1袋(3組入り)

            4．救急用品…はさみ・カット綿・包帯・缶切り・マッチ・軍手

            5．懐中電灯…1本

            6．電池…懐中電灯用2個

            7．固形燃料…1個

            8．水…1リットル

            9．非常用給水袋…1個（4リットル対応ビニール製）　

            10．筆記用具…袋の前面に・ボールペン・マーカー・シャープペン・消しゴム各1個

            　

            　展示した非常持ち出し袋(防災リュックサック)は、仙台市青葉区区民生活課生活安全係から展示用としてあるものを借用した。非常持ち出し袋には、一通り必要と思われるものが入っており、これを基準として各自用意をする参考にしてもらうものである。

            【災害用非常食】

            1．乾パン

            2．アルファ米

            3．ペットボトル入り水

            　

            　展示した災害用非常食は、仙台市内の小・中・高学校単位の指定避難所に常時備蓄されているものを、仙台市青葉区区民生活課生活安全係から借用した。

            　指定避難所には、この他、情報確認用機器、組み立てトイレ、救急箱等も用意されている。これらは、基本的に避難勧告を受けた場合や、住居等が被害を受け家にいることが出来ずに指定避難所に来た人々の為のものであるとされ、3日分を想定し備蓄されている。

            　しかし、仙台市としては指定避難所に来た人々に対応することが主眼であるものの、障害者や個人も状況によっては考慮するということであった。

            　

            【防災用品】

            緊急地震速報機、家具転倒防止伸縮棒、家具転倒防止プレート、家具転倒防止L字金具、家具転倒防止チェーン、扉ひらき防止ストッパー、転倒防止粘着マット、ガラス飛散防止フィルム、非難リュックサックセット、防災頭巾、手回し充電ラジオライト、ソーラー充電懐中電灯、ガーデンセンサーライト、非常用保温アルミシート、非常用飲料水袋

            　

            　

            　

            

            

            　

            

            　

            

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            (公社)日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会(NACS)

            　

            《消費生活アドバイザー》

            　内閣総理大臣及び経済産業大臣事業認定の資格として(一財)日本産業協会が実施している消費生活アドバイザー試験に合格した者。企業や公共団体などで消費生活問題に取り組んでいる。

            《消費生活コンサルタント》

            　(一財)日本消費者協会が実施している消費生活コンサルタント養成講座を終了し卒業論文と筆記試験に合格した者。各地の消費生活センターなどでの相談業務、消費者啓発事業などに従事している。

            《消費生活相談員》

            　経済企画庁長官の事業認可を得て、(独)国民生活センターが実施している消費生活専門相談員資格制度の試験に合格した者。国・地方公共団体等が行う消費生活相談業務に従事している。

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            《編集委員》

            第二章

            支部長　櫛引進一

            副支部長　秋葉賢二

            研修委員長　高橋玲子

            前研修副委員長　田辺尚代(2012.8　東日本支部へ転出)

            広報副委員長　水谷倭子

            　

            第三章

            支部長　櫛引進一

            副支部長　秋葉賢二

            研修委員長　高橋玲子

            広報副委員長　水谷倭子

            　

            無断転載はお断りします。

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            　

            
                第二章　震災アンケート報告書　[2012.1.17発行]

                Ⅴ　アンケート回答者体験談

                1．72時間行動

                2．【1ヶ月行動】

                第三章　「我が家の防災マニュアルを作ろう」セミナー

                Ⅰ．「我が家の防災マニュアルを作ろう」セミナー開催内容
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            この報告書を電子化するにあたり、ペーパー版と異なる表記・表示をした箇所があります。

            また、リフロー型の電子書籍となっておりますが、ご覧になる電子書籍リーダーの端末や、ソフトウェア、アプリによって、画面表示が異なる場合があります。

            　

            本電子書籍は、次のペーパー版をもとに編集・作成しました。なお、団体名称、連絡先、本文中のデータ、参考資料等は、報告書作成時のものであり、本電子書籍版において、最新の情報に改めることはしませんでした。

            URLのリンク等、現在、ページが表示されない可能性もありますのでご了承願います。

            　

            それぞれの３・１１ 震災報告書[総合版]

            2013年3月31日発行

            発行　公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会東北支部

            〒980-0811　仙台市青葉区一番町4-1-3

            仙台市市民活動サポートセンター　メールボックス32番

            Eメールアドレス　touhoku-soumu@nacs.or.jp

            URL　http://www.nacs.or.jp/touhoku/index.html

            

        
    

    
        
            
                それぞれの３・１１ 震災報告書[総合版]５－４

                2016年7月18日

                　

                発行/NACS東北支部

                電子書籍編集担当/広報委員会　水谷倭子
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